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ROADTECHZUMOGLOBALPOSITIONINGSYSTEM(GPS)CHROMEHANDLEBARMOUNT
KIT(ROADTECHZUMOグローバルポジショニングシステム(GPS)クロームハ

ンドルバーマウントキット)

概要

キット番号

76000022

モデル

RoadTechZumo660®またはZumo665GPSユニットを特定のモデル
の車両で使用するとき、このキットが必要です。

モデルの適合性については、純正P&Aカタログまたはwww.harley
-davidson.comのパーツとアクセサリーに関するセクション
(英語版のみ)をご覧ください。

このキットは以下のアクセサリーには適合しません。

• 補助アクセサリースイッチハウジングキット(左側) (部品
番号70213-02Cまたは70248-02B)

• クラッチレバーブラケットに取り付けたハンドレバーブラ
ケットクランプマウントクロック(部品番号75041-03、
75042-03)または温度計(部品番号75102-04、75104-04)。

• RoadTech™XMサテライトラジオレシーバーキット(部品番号
76390-05A)

注記
XMサテライトラジオは米国本土で利用できます。アラスカま
たはハワイでは利用できません。XMサテライトラジオの申し
込みには別料金が必要です。

装着に必要となる追加パーツ

Road Tech Zumo 660 GPSキット(部品番号92115-09)またはRoad
TechZumo665GPSキット(部品番号76000014)が必要です。これ
らのアイテムはハーレーダビッドソンジャパン正規販売網店
にてお買い求めいただけます。

2004年以降XL (Sportster)モデルでは、GPSマウントブラケッ
トをクラッチレバークランプに取り付けるために、ハンドコ
ントロールクランプスクリューサービスキット(部品番号
42320-04A)を別途購入する必要があります。

2011年以降のSoftailモデルでは、電気系統接続ハーネス(H-D
部品番号72673-11)を別途購入する必要があります。

必要な工具およびサプライ品

このキットを正しく取り付けるには、ウルトラトーチUT-100
(HD-39969)、ロビネアヒートガン(HD-25070)と熱収縮アタッ
チメント(HD-41183)、またはその他の適切な放射加熱デバイ
スが必要です。

このキットの取り付けでは、ターミナルクランピングツール、
およびその他のパーツとサプライ品を使用することが必要で
す。 バッテリーケーブルを取り外した後は、Electrical
Contact Lube (電気系統コンタクトルーブ) (H-D部品番号

99861-02)または同等品が必要です。これらのアイテムはハー
レーダビッドソンジャパン正規販売網店にてお買い求めいた
だけます。

警告

ライダーおよびパッセンジャーの安全を守るため、キットは
正しく装着してください。サービスマニュアルを参照しなが
ら、適切な手順に従ってください。自分で作業を行うことが
難しい場合、または適切な工具を持っていない場合は、最寄
りのハーレーダビッドソン正規販売網店に取り付けを依頼し
てください。本キットを正しく取り付けないと死亡したり重
傷を負うおそれがあります。(00333b)

注記
この取り扱い説明書はサービスマニュアルの記載情報を参照
しています。このキットを取り付けるには、該当する年式/モ
デルのサービスマニュアルが別途必要です。サービスマニュ
アルは最寄りのハーレーダビッドソンジャパン正規販売網店
でお買い求めいただけます。

電気的過負荷
注記

電気アクセサリーを装着し過ぎると、車両の充電システムに
過剰な負荷がかかる可能性があります。複数の電気系統アク
セサリーが同時に作動し、それらの消費電流量が車両の充電
システムで供給できる電流量の総量を超えた場合、バッテリー
が放電し、車両の電気系統に損傷を与えるおそれがあります。
(00211d)

警告

電気系統アクセサリーを取り付ける場合、影響を受ける回路
を保護するヒューズまたは回路ブレーカーの最大アンペア数
を超えないよう注意してください。最大アンペア数を超える
と、電気的な不具合が生じ、死亡したり重傷を負う場合があ
ります。(00310a)

Road Tech Zumo 660と665は両方とも、電気系統から最大で2.0
Aの追加電流が必要です。

交換用パーツ

「図16」および「表1」を参照してください。

準備
注記

スマートサイレンを搭載した車両の場合:

• ハンズフリーキーフォブが作動圏内にあることを確認しま
す。

• イグニッションキースイッチをIGNITION(イグニッション)
にします。
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VRSCモデルのみ: サービスマニュアルの説明に従って、エア
ボックスアルミカバーを取り外します。

サービスマニュアルを参照し、説明に従ってメインヒューズ
を取り外します。

VRSC以外のEFIモデル:

警告

フューエルが飛び散らないよう、サプライホースを外す前に
高圧フューエルシステムをパージします。ガソリンは可燃性、
起爆性が非常に高いため、死亡事故または重傷事故につなが
るおそれがあります。(00275a)

サービスマニュアルの説明に従って高圧ガソリンのフューエ
ル供給システムを空にし、フューエルサプライホースを取り
外してください。

メインヒューズを搭載した車両の場合:

警告

誤ってエンジンを始動すると、死亡事故や重大な人身事故を
引き起こすおそれがあるため、メインヒューズを外して作業
を開始してください。(00251b)

1. サービスマニュアルを参照し、説明に従ってメインヒュー
ズを取り外します。 シートと全ての取り付け金具を取り
外し、保管します。

メインサーキットブレーカーを搭載した車両の場合:

警告

誤ってエンジンを始動すると、死亡や重傷事故の危険がある
ため、マイナス(-)バッテリーケーブルを外してから作業を開
始してください。(00048a)

1. 車両のサービスマニュアルを参照し、説明に従ってシー
トを取り外し、マイナス(黒)バッテリーケーブルをマイ
ナス(-)バッテリーターミナルから取り外します。シート
取り付け金具は全て保管します。

キャブレターモデルの場合:

警告

フューエルバルブ固定具を外すことで、ガソリンをキャブレ
ターフューエルラインから排出することが可能です。ガソリ
ンは可燃性、起爆性が非常に高いため、死亡事故または重傷
事故につながるおそれがあります。こぼれたフューエルはす
ぐに拭き取り、拭いた布は適切な方法で処分してください。
(00256a)

2. フューエル供給バルブをオフにします。バルブからフュー
エルラインを取り外してください。

VRSCを除く全モデル:

警告

フューエルシステムを取り扱う際は、喫煙したり、そばで火
や火花の元となるものを使用したりしないでください。ガソ
リンは可燃性、起爆性が非常に高いため、死亡事故または重
傷事故につながるおそれがあります。(00330a)

3. サービスマニュアルの説明に従い、フューエルタンクか
らインスツルメントコンソール(装着時)を取り外します。

4. フューエルタンクを取り外す手順については、サービス
マニュアルの当該セクション(「Carbureted」(キャブレー
ターエンジン)または「EFI Engine」(EFIエンジン))を参
照してください。

マウントブラケットとプレートの取り付け

全モデル:

注記
溶剤型化学薬品またはワックスを直接プラスチックまたはゴ
ムのコンポーネントに使用しないでください。プラスチック
およびゴムの全体的な性能や外観に影響を及ぼす場合があり
ます。

1. 「図16」を参照してください。キットからGPSマウントブ
ラケット(1)を用意します。2004年以降のXL(Sportster)
以外の全モデル: キットから2本の1/4-20 x 28.6 mm
(1 1/8 in)長スクリュー(2)も用意します。2004年以降の
Sportsterモデル:ハンドコントロールクランプスクリュー
サービスキット(部品番号42320-04、別途購入)も用意し
ます。

2. 全モデル:標準装備(OE)のクラッチレバークランプマウン
トスクリューとクランプを取り外し、廃棄します。

3. 新しいスクリューをGPSマウントブラケットに挿入しま
す。 クラッチレバーハウジングの穴にスクリューを挿入
します。

4. 運転しやすいように、ハンドレバーの位置を調整してか
ら、各スクリューを6.8–9 N·m(60–80 in-lbs)のトルク値
で締め付けます。

5. キットからマウントプレート(7)、アッパーボールクラン
プ(5)、および3本のフラットヘッドスクリュー(6)を取り
出します。

6. 図のようにスクリューをマウントプレートとアッパーボー
ルクランプに挿入します。 アッパーボールクランプをマ
ウントボールに配置し、穴をロアボールクランプの穴に
揃えます。各スクリューをロアボールクランプに挿入し、
マウントプレートを見やすい角度に調整してから、各ス
クリューを4–6.8 N·m(36–60 in-lbs)のトルク値で締め付
けます。

クレードルマウントの取り付け

1. Road Tech Zumo 660または665 GPSキットからクレードルマ
ウント(A)を取得し、このキットから4本のボタンヘッド
スクリュー(8)を取り出します。

2. 電源ハーネスが右側を向くようにしてクレードルマウン
トをマウントプレート(7)に配置します。クレードルの穴
の1つ、およびマウントプレートの対応するねじ穴に1本
のボタンヘッドスクリューを挿入しますが、完全に締め
ないでください。

3. クレードルの残りの穴およびマウントプレートの穴に3本
のボタンヘッドスクリューを挿入します。 4本のスク
リューを1.58–2.26 N·m(14–20 in-lbs)のトルク値で交互
に締め付けます。
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ハーネスの取り回し
注記

Zumoの電源ハーネスをハンドルバーの外側に沿って取り回し
ます。内部が配線されているハンドルバーの場合も外側に沿
い取り回します。

1. 以下のようにハーネスの未接続の終端を取り回します。

a. 左側のハンドルバースイッチから出ている既存の配線
と同じ経路をたどってハンドルバーの中央までハーネ
スを取り回します。 キットからケーブルストラップ
(19)を使用して、ハーネスがハンドルバーに沿って中
央に取り回されるように、ハーネスを所定の位置に固
定します。モデルによっては、ハンドルバーカバー、
計器、およびその他のアクセサリーの取り外しが必要
な場合があります。必要に応じて、サービスマニュア
ルまたはアクセサリーの説明書を参照します。

注記
特定のVRSCモデルの場合、配線にアクセスするために、ヘッ
ドランプまたはインスツルメントパネルシュラウドを緩める
か取り外す必要がある場合があります。

2. 以下の順番で既存の配線のとおりにZumoの電源ハーネス
を取り回します。

• アッパーフォーククランプ(トリプルツリー)を通して、交
差させて、または回りに

• 車両フレームに沿って、

• シート下のだいたいの位置まで。

• VRSCモデルのみ: フレームの前方右側に向かって配置され
た、バッテリーのプラス(+)ターミナル近くに赤ワイヤー
を取り回します。

3. キットのケーブルストラップ(19)を使用し、Zumo電源ハー
ネスを車両フレームに沿ってワイヤーハーネスに取り付
けます。

ハーネス接続-概要

Zumoハンドルバーマウントを車両に取り付けるには、ワイヤー
リードの接合が必要です。以降のセクションで、特定のモデ
ルの説明箇所を参照し、サービスマニュアルの付録を参照し
ながら、適切なワイヤーのスプライシングを行ってください。

警告

UltraTorch UT-100または他の放射加熱装置を使用する際は、
メーカーの指示に従ってください。メーカーの指示に従わな
いと発火の危険があり、死亡したり重傷を負うおそれがあり
ます。(00335a)

• 熱をフューエルシステムコンポーネントに近づけないでく
ださい。 熱放射を直接当てると、高熱により燃料に着火/
爆発して、死亡事故または重大な人身事故を引き起こすお
それがあります。

• ヒートシュリンク作業が行われているコネクター以外の電
気系統コンポーネントに熱を近づけないでください。

• ツールチップ部分とヒートシュリンクアタッチメントに手
を触れないでください。

2011年以降のSoftailモデル:次のセクションを参照してくだ
さい。

その他の全モデル:特定のモデルについては、「黒色リード接
続」に進みます。

ハーネス接続-2011年以降のSoftailモデル
注記

電気系統接続ハーネス(H-D部品番号72673-11)を別途購入する
必要があります。

1. シート下のDigital Technicianコネクター[91A] (ラバー
ブーツ付き灰色の6ウェイドイチェピンコネクター)を見
つけます。コネクター[91A]に電気系統接続ハーネスを置
きますが、まだ繋がないでください。

2. Zumo電源ハーネスのワイヤーをエレクトリカルコネクショ
ンハーネスに送ります。 赤色配線のインラインヒューズ
ホルダーを切らずに、ワイヤーを適切な長さに切って、
電気系統接続ハーネスのシールドスプライスコネクター
へ容易に届く長さにします。

3. 黒色のZumoワイヤーを電気系統接続ハーネスの黒色ワイ
ヤーに接合します。

4. 赤色のZumoワイヤーをエレクトリカルコネクションハー
ネスの赤/黄色ワイヤーに接合します。

5. ヒートガンまたは適切な加熱装置を使ってコネクターを
配線に収縮させます。

6. ヒートガンまたは加熱機器を使用して、電気接続ハーネ
スの赤/青色ワイヤーのシールドスプライスコネクターの
オープンエンドをシールします。

7. 灰色のDigitalTechnicianピンコネクター[91A]からラバー
ブーツを引き抜きます。 ワイヤーからブーツを切り離し
ます。

8. 電気系統接続ハーネスのソケットハウジングをコネクター
[91A]に接続します。

9. ラバーブーツを電気系統接続ハーネスのオープンピンコ
ネクターに挿入します。

10. ECMをマウントブラケットに取り付けている4本のスク
リューを緩めるか取り外します。ECMコネクター下に電気
系統接続ハーネスを送ります。 4つのスクリューを
5.1–6.2 N·m(45–55 in-lbs)のトルク値で締め付けます。

11. サービスに戻るセクションに進みます。

アースへの黒色リード接続

Dynaモデル

1. フューエルタンク近くのシート下、フレーム上部にある
アーススクリューからナットを取り外します。

2. アーススクリューに合う正しいリングターミナル(13また
は14)をキットから選択します。

3. 「図1」を参照してください。アース位置に容易に届く長
さにZumoワイヤーハーネスの黒色ワイヤーを切り、その
ワイヤーの先端をリングターミナルに圧着します(サービ
スマニュアルの付録にパッカード製クランピングツール
の説明がありますので、それに従ってください)。

4. リングターミナルをアース接続に取り付け、サービスマ
ニュアルのトルク値の指定に従い締め付けます。

5. このセクションの「全モデル」に進みます。
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2

1

is01113

テールランプハーネス(オレンジ/白色配線)1.
アースターミナル(黒色配線)2.

図1。電源とアース接続部(Dynaモデル)

2010年以前のSoftailモデル

1. フューエルタンク近くのシート下、フレームの上部にあ
るアーススクリューを取り外します。

2. アーススクリューに合う正しいリングターミナル(13また
は14)をキットから選択します。

3. アース位置に容易に届く長さにZumoワイヤーハーネスの
黒色ワイヤーを切り、そのワイヤーの先端をリングター
ミナルに圧着します(サービスマニュアルの付録にパッ
カード製クランピングツールの説明がありますので、そ
れに従ってください)。

4. 「図2」を参照してください。リングターミナルをアース
スクリューのねじ山に取り付けます。 アーススクリュー
をフレーム(2)に固定し、サービスマニュアルのトルク値
の指定に従い締め付けます。

5. このセクションの「全モデル」に進みます。
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2

1

is01108a

テールランプハーネス(オレンジ/白色配線)1.
アースターミナル(黒色配線)2.
バッテリー3.

図2。電源とアース接続部(Softailモデル)

Sportsterモデル

1. 車両の左側(バッテリーに近いところ)にある電気系統サ
イドカバーを取り外します。

2. Zumoワイヤーハーネスをシート下のフレーム上部を通し
て、電気系統サイドカバー内部にある回路ブレーカーに
送ります。

3. 「図3」を参照してください。以下の場所にあるアースス
クリュー(1)を取り外します。

• 1996～2003年の特定のモデルではシートの下、または

• 1995年以前のモデル、およびシート下にスクリューがない
1996～2003年のモデルではスイングアームの近く。

• 2004年以降のモデルでは、スターター近くのエンジンの
上。

4. アーススクリューに合う正しいリングターミナル(13また
は14)をキットから選択します。

5. アース位置に容易に届く長さにZumoワイヤーハーネスの
黒色ワイヤーを切り、そのワイヤーの先端をリングター
ミナルに圧着します(サービスマニュアルの付録にパッ
カード製クランピングツールの説明がありますので、そ
れに従ってください)。

6. リングターミナルをアーススクリューのねじ山に取り付
けます。 アーススクリューを元の場所に固定し、サービ
スマニュアルのトルク値の指定に従い締め付けます。

7. このセクションの「全モデル」に進みます。
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1

1

is01103

アーススクリュー(黒色配線)1.

図3。アース接続部(Sportsterモデル)

2003年以前のTouringモデル
警告

マイナス(-)バッテリーケーブルを先に取り外します。マイナ
ス(-)ケーブルを接続した状態でプラス(+)ケーブルがアース
に接触すると、火花が発生してバッテリーが爆発し、死亡や
重傷を負う原因になることがあります。(00049a)

1. 取り付けの最初にマイナスバッテリーケーブルが外され
ていない場合、サービスマニュアルを参照し、説明に従っ
てシートを取り外し、マイナス(黒)バッテリーケーブル
をマイナス(-)バッテリーターミナルから外します。シー
ト取り付け金具は全て保管します。 サービスマニュアル
を参照し、説明に従ってバッテリーのプラスケーブルを
抜きます。

2. 車両からバッテリーを取り外します。

注記
黒色配線は、配線を圧迫したり伸ばしたりせずに、バッテリー
のくぼみにバッテリーが適切に適合するほど十分に長いまま
にする必要があります。

3. 「図4」を参照してください。Zumoワイヤーハーネスの黒
色ワイヤーを切り、シート下のバッテリーのくぼみ内の
回路ブレーカー下にあるアーススタッド(2)に容易に届く
ようにします。

4. アーススタッドに合う正しいリングターミナル(13または
14)をキットから取り出します。

5. サービスマニュアル付録のパッカードクランピングツー
ルの説明に従い、リングターミナルをワイヤーの終端に
クリンプします。

6. リングターミナルをアーススタッドに取り付け、サービ
スマニュアルのトルク値の指定に従い締め付けます。

7. このセクションの「全モデル」に進みます。

2

1is01115

回路ブレーカーシルバーターミナル(赤色配線)1.
アースターミナル(黒色配線)2.

図4。接続(バッテリーを取り外した状態)-2003年以前の
Touringモデル(2003年FLHTCUの表示)

2004年以降のTouringモデル

1. メインハーネスシャーシアーススタッドを見つけます(バッ
テリー前部のシート下に2つあります)。

2. シャーシアーススタッドの1つからナットを取り外しま
す。

3. アーススタッドに合う正しいリングターミナル(13または
14)をキットから取り出します。

4. アース位置に容易に届く長さにZumoワイヤーハーネスの
黒色ワイヤーを切り、そのワイヤーの先端をリングター
ミナルに圧着します(サービスマニュアルの付録にパッ
カード製クランピングツールの説明がありますので、そ
れに従ってください)。

5. リングターミナルをアース接続に取り付け、サービスマ
ニュアルのトルク値の指定に従い締め付けます。

6. このセクションの「全モデル」に進みます。

2006年以前V-Rodモデル

1. 「図5」を参照してください。 イグニッションスイッチ
(2)をフレーム右側に固定しているスクリュー(1、シート
の下)を取り外します。

2. スクリューが取り外されたフレームの上部から塗装をこ
すり落として、強いアース接点をつくります。

3. キットから正しいリングターミナル(13または14)を選択
して、イグニッションスイッチスクリューに取り付けま
す。
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4. アース位置に容易に届く長さにZumoワイヤーハーネスの
黒色ワイヤーを切り、そのワイヤーの先端をリングター
ミナルに圧着します(サービスマニュアルの付録にパッ
カード製クランピングツールの説明がありますので、そ
れに従ってください)。

5. 黒色配線リングターミナルをイグニッションスイッチス
クリューのねじ山に取り付けます。イグニッションスイッ
チにスクリューを取り付け、6–10 N·m (53–88 in-lbs)の
トルク値で締め付けます。

6. このセクションの「全モデル」に進みます。

1

2

is01102

スクリュー1.
イグニッションスイッチ2.

図5。アース接続(2006年以前V-Rodモデル)

2007年以降のV-Rodモデル

Zumoハーネス黒色ワイヤーをバッテリーのマイナスターミナ
ルに直接接続します。

1. バッテリーのマイナスターミナルファスナーに合う正し
いリングターミナル(13または14)をキットから選択しま
す。

2. バッテリーのマイナスターミナルに容易に届く範囲に、
Zumoハーネス黒色ワイヤーを切ります。 サービスマニュ
アル付録のパッカードクランピングツールの説明に従い、
リングターミナルを黒ワイヤーの終端にクリンプします。

3. 黒色配線のリングターミナルをバッテリーのマイナスター
ミナルのマウントポストに固定します。 ターミナルファ
スナーを7–10 N·m (60–96 in-lbs)のトルク値で締め付け
ます。

全モデル

ハンドルバーの動きが制限されないように、黒色リードに十
分なたるみがあることを確認します。

特定のモデルの赤色リード接続セクションに進みます。

スイッチ付き電源への赤色リード接続

特定モデルおよび特定年度の車両のサービスマニュアル配線
図を使用して、イグニッションスイッチにより与えられる電
源を見つけます。

2003年以前のDynaモデル

Zumoのスイッチ付き電源は、電気系統サイドカバー内部のオ
レンジ/白(O/W)メインハーネス電源リードです。

1. 車両の左側(バッテリーに近いところ)にある電気系統サ
イドカバーを取り外します。

2. 「図1」を参照してください。アクセス可能ポイントにあ
るサイドカバー内部のメインハーネスの覆いのエリアを
慎重に切り開き、オレンジ/白色のメインハーネス電源
リードを切ります。

3. Zumoワイヤーハーネスの赤色電源リードの余った部分を
切断して、サイドカバー内の切断されたオレンジ/白色ワ
イヤーが簡単に届く長さにします。ただしインライン
ヒューズホルダーは切断しません。

4. 「図16」を参照してください。 キットからシールドスプ
ライスコネクター(3)を取り出します。「図6」の「2-1ス
プライス構成」を参照します。 サービスマニュアル付録
の説明に従い、Zumoワイヤーハーネス電源リードをメイ
ンハーネスのオレンジ/白ワイヤーに接合します。

5. このセクションの「全モデル」に進みます。

1

2

3
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1-1スプライス構成1.
2-1スプライス構成2.
3-1スプライス構成3.

図6。スプライスの設定

2004年以降のDynaモデル

Zumoスイッチ付き電源は、ヒューズパネルのオープンヒュー
ズポジションです。サービスマニュアルのヒューズセクショ
ンとサービスマニュアル付録の正しい配線図を参照します。

1. バッテリー近くの車両左側にある電気系統サイドカバー
を、両側をしっかりとつかみ、外側に引くことにより取
り外します。

2. サービスマニュアルの説明に従って、車両から電気系統
パネルを外します。

3. 「図16」を参照してください。 キットからオレンジ/白
ヒューズブロックアダプターワイヤー(15)を取り出しま
す。各末端のターミナルを確認します(「図7」を参照)。
スプリングタブ付きターミナルのみが、このヒューズブ
ロックに適合します。 ワイヤーから慎重に未使用のター
ミナルを切り取り、廃棄します。
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4. 「図8」を参照してください。 右ヒューズブロック内の
ヒューズブロックカバーの「オープン」と記されたヒュー
ズキャビティ(1)を見つけます。オレンジ/白色アダプター
配線のターミナルを止まるまで挿入します。 正しい向き
または深さを確認するには、近くにある工場出荷時に取
り付けられているターミナルを参照してください。

5. Zumoワイヤーハーネスの赤色電源リードの余った部分を
切断して、アダプターワイヤーが簡単に届く長さにしま
す。ただしインラインヒューズホルダーは切断しません。

6. 「図16」を参照してください。 キットから青色のシール
ドスプライスコネクター(17)を取り出します。「図6」の
「1-1スプライス構成」を参照します。サービスマニュア
ル付録の説明に従い、Zumoワイヤーハーネス電源リード
をアダプターのワイヤーに接合します。

7. 「図16」を参照してください。キットの2Aヒューズ(18)
を「オープン」ヒューズキャビティに挿入し回路を完成
させます。

8. サービスマニュアルの指示に従って、電気系統パネルを
取り付けます。 電気系統パネル内のラバーブッシングで
ピンを揃え、しっかりと所定の位置に押すことにより、
電気系統パネルカバーを取り付けます。

9. このセクションの「全モデル」に進みます。

2 3

1

is02589

配線からこのターミナルを切ります1.
配線にこのターミナルを残します2.
スプリングタブ(2)3.

図7。ヒューズブロックアダプターワイヤー(DynaとSoftail)

is06515

図8。「オープン」ヒューズブロックキャビティ(2004年以降
Dyna)

2003年以前のSoftailモデル

Zumoスイッチ付き電源は、シート下のテールランプハーネス
内のオレンジ/白(O/W)のワイヤーです。

1. 「図2」を参照してください。シート下のアクセス可能ポ
イントにあるテールランプハーネス(1)の覆いのエリアを
慎重に切り開き、オレンジ/白のワイヤーを切ります。

2. Zumoワイヤーハーネスの赤色電源リードの余った部分を
切断して、シート下の切断されたオレンジ/白色ワイヤー
が簡単に届く長さにします。ただしインラインヒューズ
ホルダーは切断しません。

3. 「図16」を参照してください。 キットから青色のシール
ドスプライスコネクター(17)を取り出します。「図6」の
「2-1スプライス構成」を参照します。サービスマニュア
ル付録の説明に従い、Zumoワイヤーハーネス電源リード
を切断したオレンジ/白のワイヤーに接合します。

4. このセクションの「全モデル」に進みます。

2004～2010年Softailモデル

Zumoスイッチ付き電源は、ヒューズパネルのオープンヒュー
ズポジションです。サービスマニュアルのヒューズセクショ
ンとサービスマニュアル付録の正しい配線図を参照します。

1. ヒューズブロックカバーを取り外します。ヒューズブロッ
クブラケットを固定している2本の六角ヘッドスクリュー
を取り外し、車両フレームからブラケットとヒューズブ
ロックアッセンブリーを引き外します。

2. 左ヒューズブロックを保持しているタブを押し、マウン
トスロットからブロックを引き出します。

3. 「図16」を参照してください。 キットからオレンジ/白
ヒューズブロックアダプターワイヤー(15)を取り出しま
す。各末端のターミナルを確認します(「図7」を参照)。
スプリングタブ付きターミナルのみが、このヒューズブ
ロックに適合します。 ワイヤーから慎重に未使用のター
ミナルを切り取り、廃棄します。

4. 「図9」を参照してください。 右ヒューズブロック内の
ヒューズブロックカバーの「P&A IGN」と記されたヒュー
ズキャビティ(1)を見つけます。オレンジ/白色アダプター
配線のターミナルを止まるまで挿入します。 正しい向き
または深さを確認するには、近くにある工場出荷時に取
り付けられているターミナルを参照してください。

5. Zumoワイヤーハーネスの赤色電源リードの余った部分を
切断して、アダプターワイヤーが簡単に届く長さにしま
す。ただしインラインヒューズホルダーは切断しません。

6. 「図16」を参照してください。 キットから青色のシール
ドスプライスコネクター(17)を取り出します。「図6」の
「1-1スプライス構成」を参照します。サービスマニュア
ル付録の説明に従い、Zumoワイヤーハーネス電源リード
をアダプターのワイヤーに接合します。

7. 「図16」を参照してください。キットの2アンペアヒュー
ズ(18)を「P&A IGN」ヒューズキャビティに挿入し回路を
完成させます。

8. ヒューズブロックをヒューズブロックブラケット内のマ
ウントスロットにスライドさせ、所定の位置にしっかり
と収めます。 ブラケットとヒューズブロックアッセンブ
リーを所定の位置に配置し、以前取り外した2本の六角
ヘッドスクリューで固定します。しっかりと締めます。

9. このセクションの「全モデル」に進みます。

is06516

図9。「P&AIGN」ヒューズブロックキャビティ(2004～2010年
Softail)
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Sportsterモデル

Zumoのスイッチ付き電源は、電気系統サイドカバー内部また
はシート下のオレンジ/白(O/W)メインハーネス電源リードで
す。

1. 「図10」を参照してください。 電気系統サイドカバー内
部メインハーネス覆いのエリアまたはシート下のアクセ
ス可能ポイントを慎重に切り開き、オレンジ/白のメイン
ハーネス電源リードを切ります。

1

2

is01106

回路ブレーカーシルバーターミナルを含む左側のカバー
(赤色配線)

1.

標準ワイヤーハーネス(オレンジ/白色配線)2.

図10。電源接続(XLモデル)

2. Zumoワイヤーハーネスの赤色電源リードの余った部分を
切断して、サイドカバー内またはシート下の切断された
オレンジ/白色ワイヤーが簡単に届く長さにします。ただ
しインラインヒューズホルダーは切断しません。

3. 「図16」を参照してください。 キットから青色のシール
ドスプライスコネクター(17)を取り出します。「図6」の
「2-1スプライス構成」を参照します。サービスマニュア
ル付録の説明に従い、Zumoワイヤーハーネス電源リード
をメインハーネスのオレンジ/白ワイヤーに接合します。

4. このセクションの「全モデル」に進みます。

2003年以前のTouringモデル

Zumoのスイッチ付き電源は、トップ近くの右側カバー内部の
オレンジ/白(O/W)メインハーネス電源リードです。

1. 「図11」を参照してください。 アクセス可能ポイントに
ある電気系統サイドカバー内部のメインハーネス覆いの
エリアを慎重に切り開き、オレンジ/白色のメインハーネ
ス電源リードを切ります。

1

is01116

ヒューズボックハーネス(オレンジ/白色配線)1.

図11。左ハンドサイドカバー後方のヒューズボックスハーネ
ス、2003年以前のTouringモデル(FLHTCUIを表示)

2. Zumoワイヤーハーネスの赤色電源リードの余った部分を
切断して、サイドカバー内の切断されたオレンジ/白色ワ
イヤーが簡単に届く長さにします。ただしインライン
ヒューズホルダーは切断しません。

3. 「図16」を参照してください。 キットから青色のシール
ドスプライスコネクター(17)を取り出します。「図6」の
「2-1スプライス構成」を参照します。サービスマニュア
ル付録の説明に従い、Zumoワイヤーハーネス電源リード
をメインハーネスのオレンジ/白ワイヤーに接合します。

4. このセクションの「全モデル」に進みます。

2004～2007年Touringモデル

Zumoスイッチ付き電源は、ヒューズパネルのオープンヒュー
ズポジションです。サービスマニュアルのヒューズセクショ
ンとサービスマニュアル付録の正しい配線図を参照します。

1. 2004 ～ 2006年モデル: ヒューズボックスにアクセスする
ために、サービスマニュアルの説明に従って、左側のカ
バーを取り外します。2007年モデル:ヒューズボックスに
アクセスするために、サービスマニュアルの説明に従っ
て、右側のカバーを取り外します。2004～2007年モデル:
サービスマニュアルの説明に従って、車両からメイン
ヒューズホルダー、ヒューズブロックおよびダストカバー
を取り外します。

2. キットからオレンジ/白ヒューズブロックアダプターワイ
ヤー(15)を取り出します。2004～ 2006年モデル:それぞ
れの先端にあるターミナルに注意してください(「図12」
の上の図を参照)。スプリングタブのないターミナルのみ
が、ヒューズのキャビティに適合します。 慎重に、スプ
リングタブ付きターミナルを配線から切り取り、廃棄し
ます。2007年モデル:それぞれの先端にあるターミナルに
注意してください(「図12」の下の図を参照)。 スプリン
グタブ付きターミナルのみが、ヒューズのキャビティに
適合します。 慎重に、スプリングタグなしターミナルを
配線から切り取り、廃棄します。
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3. 2004～2007年モデル:「図13」を参照してください。「P&A
IGN」「2AMAX」(1)と書かれたヒューズキャビティを見つ
けます。 この列に現在取り付けてあるヒューズ(2)を3個
取り外し、それぞれの位置をメモします。

4. ゆっくりとオレンジ色のプラスチック製補助ロックを
ヒューズブロックから取り外します。オレンジ/白色アダ
プター配線のターミナルを止まるまで挿入します。 正し
い向きまたは深さを確認するには、近くにある工場出荷
時に取り付けられているターミナルを参照してください。
補助ロックを取り付けます。

5. ステップ3で取り外した3つのヒューズを取り付けます。

6. 「図16」を参照してください。オレンジ/白色のZumoハー
ネスワイヤーから余分な長さを切断します。 キットから
青色のシール付きスプライスコネクター(17)を使用して、
ステップ4で取り付けたアダプターワイヤーにワイヤーを
接合します。

7. キットの2 Aヒューズ(18)を「P&A IGN」、「2A MAX」と記
されたヒューズキャビティに取り付け、回路を完成させ
ます。

8. このセクションの「全モデル」に進みます。

2004 ～ 2006年;
2008年以降

2007年

1

3

2

2

3

1
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配線からこのターミナルを切ります1.
配線にこのターミナルを残します2.
スプリングタブ(2)3.

図12。ヒューズブロックアダプター配線(FLTouring)

1

2

is04587a

P&AIGNヒューズの場所1.
このヒューズ(3)を取り外します。2.

図13。P&AIGNヒューズキャビティ(2004年から2007年Touring
モデル)

2008年以降のTouringモデル

Zumoスイッチ付き電源は、ヒューズパネルのオープンヒュー
ズポジションです。サービスマニュアルのヒューズセクショ
ンとサービスマニュアル付録の正しい配線図を参照します。

1. ヒューズボックスにアクセスするために、サービスマニュ
アルの説明に従って、左側のカバーを取り外します。サー
ビスマニュアルに従い、車両から左側の電装キャディを
取り外し、また、キャディ後部からヒューズブロックを
取り外します。

2. キットからオレンジ/白ヒューズブロックアダプターワイ
ヤー(17)を取り出します。 各末端のターミナルを確認し
ます(「図13、上面図」を参照)。スプリングタブ付きター
ミナルのみが、ヒューズのキャビティに適合します。 慎
重に、スプリングタグなしターミナルを配線から切り取
り、廃棄します。

3. 「図14」を参照してください。ロアヒューズブロック(1)
上のヒューズキャビティ1A-1B(カバーに「P&AIGN」、「2A
MAX」と記載)を見つけます。現在カラムA-Bに取り付けら
れているブレーキリレー(2)とヒューズ(3、存在する場合)
を取り外し、それぞれの位置をメモします。

4. ゆっくりとオレンジ色のプラスチック製補助ロックをカ
ラムA-Bから取り外します。 オレンジ/白アダプターワイ
ヤーのターミナルを空のキャビティに止まるまで挿入し
ます。 正しい向きまたは深さを確認するには、近くにあ
る工場出荷時に取り付けられているターミナルを参照し
てください。補助ロックを取り付けます。

5. ステップ3で取り外したリレー(およびヒューズ、装着し
ている場合)を取り付けます。

6. 「図16」を参照してください。オレンジ/白色のZumoハー
ネスワイヤーから余分な長さを切断します。 キットから
青色のシール付きスプライスコネクター(19)を使用して、
ステップ4で取り付けたアダプターワイヤーにワイヤーを
接合します。

7. キットの2Aヒューズ(20)をヒューズキャビティ1A-1B (4)
に挿入し回路を完成させます。

8. このセクションの「全モデル」に進みます。
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ロアヒューズブロックカラムA-B1.
ブレーキリレー2.
ヒューズ(装着時)3.
ヒューズキャビティ1A-1B4.

図14。P&AIGNヒューズキャビティ(2008年以降のTouringモデ
ル)

V-Rodモデル

Zumoのスイッチ付き電源は、ヒューズブロックからのオレン
ジ/白(O/W)のメインハーネス電源リードです。
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1. 「図15」を参照してください。 アクセス可能ポイントに
あるヒューズブロック(2)近くのメインハーネス覆いのエ
リアを慎重に切り開き、以下の印のあるヒューズキャビ
ティ(1)に至るオレンジ/白のメインハーネスワイヤーを
切ります。

a. 2002年から2006年モデルのアクセサリー、または

b. 2007年以降のモデルのP&Aイグニッション

2. Zumoワイヤーハーネスの赤色電源リードの余った部分を
切断して、ヒューズブロックで切断されたオレンジ/白色
ワイヤーが簡単に届く長さにします。ただしインライン
ヒューズホルダーは切断しません。

3. 「図16」を参照してください。 キットから青色のシール
ドスプライスコネクター(17)を取り出します。「図6」の
「2-1スプライス構成」を参照します。サービスマニュア
ル付録の説明に従い、Zumoワイヤーハーネス電源リード
をメインハーネスのオレンジ/白ワイヤーに接合します。

4. キットの2アンペアヒューズ(18)をヒューズキャビティに
挿入し回路を完成させます。

1

2

1

2

2002 ～
2006年

2007年以降

is06517

アクセサリーヒューズ1.
ヒューズブロック2.

図15。アクセサリーヒューズの位置(V-Rodモデル)

全モデル

ハンドルバーの動きが制限されないように、赤色リードに十
分なたるみがあることを確認します。

次のセクションに進んでください。

通常使用状態に戻す
注記

Zumoと全ての関連するワイヤーの取り付けを、お持ちのモデ
ルの車両のこの使用取り扱い説明書に記載される手順に従っ
て完了するまでは、以下のステップを行わないでください。

1. GPSキット内の説明に従って、クレードルマウントにRoad
TechZumoGPSユニットを取り付けます。

注記
イグニッションキースイッチがOFF(オフ)であることを確
認した後に、メインヒューズまたはバッテリーケーブル
を取り付けます。

警告

プラス(+)側のバッテリーケーブルを先に接続します。マイナ
ス(-)ケーブルを接続した状態でプラス(+)ケーブルがアース
に接触すると、火花が発生してバッテリーが爆発し、死亡や
重傷を負う原因になることがあります。(00068a)

2. 2003年以前のTouringモデルのみ: サービスマニュアルを
参照し、説明に従ってバッテリーケーブルをプラスケー
ブルから先に接続します。 ハーレーダビッドソンの
Electrical contact lubricant (エレクトリカルコンタク
トルブリカント) (H-D部品番号99861-02)、ワセリンジェ
ルまたは腐食防止剤をバッテリーのターミナルに薄く塗
ります。 その他の全モデル:メインヒューズ使用モデル:
サービスマニュアルを参照し、説明に従ってメインヒュー
ズを取り付けます。 メインサーキットブレーカー装備車
(Sportsterを除く): サービスマニュアルを参照し、説明
に従ってバッテリーのマイナスケーブルを取り付けます。
ハーレーダビッドソンのElectricalcontactlubricant(エ
レクトリカルコンタクトルブリカント) (H-D部品番号
99861-02)、ワセリンジェルまたは腐食防止剤をバッテ
リーのマイナスターミナルに薄く塗布します。メインサー
キットブレーカーを装備したSportsterモデル: サービス
マニュアルを参照し、説明に従ってエンジンクランクケー
スのマイナスバッテリーケーブルを接続します。

3. V-Rodモデルのみ: サービスマニュアルの説明に従って、
エアボックスアルミカバーを取り付けます。 その他の全
モデル:サービスマニュアルの説明に従って、フューエル
タンクを取り付けます。

4. サービスマニュアルの説明に従い、ハンドルバーカバー、
ライザーカバーまたはアウターフェアリング(装着時)を
取り付けます。

5. イグニッションキースイッチをON (オン)に入れますが、
エンジンはかけないでください。RoadTechZumoユニット
が適切に動作するかテストします。

警告

シートを装着したらシートを上に引っ張り、所定の位置にロッ
クされていることを確認します。シートが緩んでいると、走
行中に動いて制御不能となり、死亡したり重傷を負うおそれ
があります。(00070b)

6. サービスマニュアルを参照し、シートの閉じ方や取り付
け方の説明に従ってください。
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交換用パーツ
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図16。RoadTechZumo660およびZumo665GPSハンドルバーマウントキットの交換用パーツ

表1。交換用パーツ

部品番号詳細(数量)アイテ
ム

10865ブラケット、マウント、RoadTechZumo660/665(クローム)1
4293キャップスクリュー、ボタンヘッド、1/4-20x28.6 mm(1 1/8 in)長(2)2
別売りなしマウントボール3
別売りなしボールクランプ、ロア4
別売りなしボールクランプ、アッパー5
別売りなしスクリュー、六角ソケット、フラットヘッド、No.10～24x25 mm(1 in)長(3)6
別売りなしマウントプレート、Zumo660/665GPS7
別売りなしスクリュー、ボタンヘッド、M4(4)8
91771-04イヤホンキット(アイテム10と11を含む)9
別売りなし• イヤホン10

別売りなし• ケーブル、拡張11

10271クリップ、裏側接着剤付(3)12
9858リングターミナル、No.18-22AWG(1/4インチスタッド)13
985リングターミナル、No.18-22AWG(5/16インチスタッド)14
70329-04ヒューズブロックアダプターワイヤー、オレンジ/白15
70585-93シール付きスプライスコネクター、No.18-20AWG(赤)16
70586-93シール付きスプライスコネクター、No.14-16AWG(青)17
54305-98ヒューズ、ブレードタイプ、2A(2)18
10006ケーブルストラップ(10)19

キットには含まれない本文中記載のアイテム:
クレードルマウント、Zumo660/665GPSA
Zumo660/665GPSユニットB
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